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議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
わ
な
け

れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
政

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
審
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

Ｑ　

厳
し
さ
を
増
す
地
球
温
暖

化
問
題
に
対
し
、
令
和
２
年
度
に

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

　

Ａ　

太
陽
光
発
電
設
備
や
電
気

自
動
車
の
導
入
な
ど
へ
の
助
成
に

加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
の

継
続
的
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

最
も
大
き
な
啓
発
の
場
で

あ
る
環
境
展
を
効
果
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
内
容
や
広
報
の
方
法

な
ど
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

実
行
委
員
会
で
開
催
内
容

や
広
報
を
検
討
し
、
決
定
し
て
い

る
。
開
催
後
の
委
員
会
で
反
省
点

や
次
回
に
向
け
た
意
見
が
出
て
お

り
、
来
年
度
に
向
け
て
、
内
容
の

充
実
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
綾
瀬
っ
子
の
未
来
に
向
け
て

　

Ｑ　

英
語
授
業
で
の
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
質
や
レ
ベ

ル
は
担
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

Ａ　

発
音
や
語
学
力
な
ど
を
確

認
し
た
上
で
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

高
い
資
質
を
維
持
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
契
約
業
者
は
、
授
業

を
観
察
し
、
教
育
委
員
会
と
定
期

的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

●
サ
ロ
ン
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

　

Ｑ　

高
齢
化
に
よ
り
、
サ
ロ
ン

へ
の
交
通
手
段
が
必
要
な
方
が
増

え
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に

よ
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
望
ま
れ
る

が
、
介
護
保
険
制
度
で
送
迎
費
用

の
一
部
を
賄
え
る
、
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｄ
の
活
用
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

希
望
す
る
団
体
に
は
、
手

続
き
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
、

側
面
的
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

●
上
土
棚
地
区
に
お
け
る
台
風　
１９

号
避
難
行
動
検
証
と
今
後
の
避
難

行
動
に
つ
い
て

　

Ｑ　

落
合
地
区
に
整
備
さ
れ
た

遊
水
地
は
、
台
風　

号
で
ど
の
よ

１９

う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

　

Ａ　

水
深
約　

㌢
、
約
６
千
立

５５

方
㍍
の
貯
留
を
確
認
し
た
。
遊
水

地
へ
の
流
入
に
よ
り
、
比
留
川
が

越
水
せ
ず
、
周
辺
に
浸
水
な
ど
の

被
害
が
な
か
っ
た
た
め
、
有
効
に

機
能
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

車
両
で
避
難
す
る
場
合
、

上
土
棚
地
区
に
は
、
道
路
の
冠
水

で
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
住

民
が
い
る
。
避
難
場
所
と
し
て
、

藤
沢
市
の
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会

社
に
協
力
を
依
頼
し
な
い
か
。

　

Ａ　

民
間
企
業
を
避
難
場
所
と

し
て
指
定
す
る
場
合
は
、
災
害
協

定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
。
広

域
避
難
場
所
や
車
両
避
難
場
所
と

し
て
有
益
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
、
協
力
し
て
も
ら
え
な
い
か

確
認
し
て
い
き
た
い
。

●
子
ど
も
の
創
造
力
を
高
め
る
事

業
推
進
に
つ
い
て

　

Ｑ　

平
成　

年
度
全
国
学
力
・

３０

学
習
状
況
調
査
で　

位
で
あ
っ
た

３１

埼
玉
県
が
、
本
年
度
は　

位
と
な

２０

っ
た
。
埼
玉
県
が
導
入
し
た
、
物

事
の
原
理
や
仕
組
み
の
追
求
な
ど

を
大
学
の
教
授
や
地
域
の
専
門
家

か
ら
学
ぶ
、
子
ど
も
大
学
を
本
市

で
も
取
り
入
れ
な
い
か
。

　

Ａ　

本
市
で
は
、
児
童
を
対
象

に
し
た
公
民
館
講
座
の
内
容
な
ど

を
工
夫
、
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
大
学

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

石
井　

麻
理

●
外
国
人
材
の
受
入
れ
対
策
の
充

実
や
課
題
ま
た
支
援
体
制
に
つ
い
て

　

Ｑ　

国
は
、
新
た
な
在
留
資
格

で
あ
る
特
定
技
能
制
度
を
導
入

し
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
大

き
く
か
じ
を
切
っ
た
。
本
市
で

も
、
外
国
人
市
民
と
の
共
生
に
向

け
、
総
合
的
な
対
応
策
が
必
要
と

考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

Ａ　

言
葉
の
壁
の
解
消
に
よ
る

共
生
と
活
躍
の
推
進
の
た
め
、
や

さ
し
い
日
本
語
を
活
用
し
て
い

る
。今
後
は
、生
命
に
直
結
す
る
可

能
性
の
あ
る
分
野
で
多
言
語
対
応

を
推
進
す
る
。医
療
分
野
は
、多
言

語
医
療
問
診
票
に
加
え
、
医
療
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
ツ
ー
ル
の
導
入

を
、
防
災
分
野
は
、
安
全
・
安
心
メ

ー
ル
の
多
言
語
化
を
研
究
す
る
。

●
抗
が
ん
剤
治
療
や
造
血
幹
細
胞

移
植
等
で
免
疫
が
な
く
な
っ
た
児

童
・
生
徒
へ
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

の
補
助
を
求
め
る

　

Ｑ　

小
児
が
ん
な
ど
の
病
気
の

治
療
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
再
接

種
が
必
要
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
対
し
、
助
成
を
行
わ
な
い
か
。

　

Ａ　

再
接
種
は
、
健
康
被
害
救

済
の
観
点
か
ら
、
国
で
の
実
施
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。県
は
、市
町

村
の
意
見
を
聞
き
、
速
や
か
に
支

援
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と
し
て

お
り
、
説
明
会
も
開
催
す
る
。
県

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　

Ｑ　

県
が
、
支
援
策
を
具
体
的

に
示
し
た
場
合
、
市
は
、
速
や
か

に
支
援
に
取
り
組
む
の
か
。

　

Ａ　

県
に
よ
る
説
明
会
の
内
容

や
支
援
策
を
確
認
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

●
不
妊
治
療
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
は
一
般
不
妊
治
療
へ
助

成
し
て
い
る
が
、よ
り
経
済
的
・
身

体
的
に
負
担
の
大
き
い
特
定
不
妊

治
療
へ
は
、県
が
助
成
し
て
い
る
。

県
の
助
成
に
上
乗
せ
を
し
て
は
。

　

Ａ　

一
般
不
妊
治
療
へ
の
助
成

は
、
県
内
で
は
本
市
を
含
め
４
市

町
で
行
っ
て
い
る
。
早
期
の
不
妊

治
療
で
妊
娠
に
至
る
方
も
多
く
、

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
た
め
、
県
の
助
成
へ
の
上
乗
せ

は
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

Ｑ　

不
妊
治
療
の
現
状
な
ど
、

国
の
統
計
に
基
づ
く
知
識
を
、
学

校
で
の
性
教
育
の
授
業
で
教
え
る

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

性
教
育
は
、児
童
・
生
徒
の

発
達
段
階
や
性
へ
の
受
容
能
力
を

十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
保

護
者
な
ど
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
っ
た
慎

重
な
指
導
が
必
要
と
考
え
る
。

●
小
学
校
入
学
後
の
一
年
生
の
給

食
開
始
時
期
に
つ
い
て

　

Ｑ　

現
在
、
小
学
一
年
生
の
給

食
は
５
月
に
開
始
し
て
い
る
。
パ

ー
ト
タ
イ
ム
な
ど
で
働
く
方
は
、

給
食
が
提
供
さ
れ
な
い
間
は
昼
食

を
作
る
た
め
、
働
く
時
間
の
確
保

新
政
会 

笠
間　

功
治

が
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
給

食
の
開
始
を
早
め
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

一
年
生
は
、
入
学
後
に
生

活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
覚
え

る
こ
と
も
多
い
た
め
、
環
境
に
慣

れ
て
か
ら
給
食
を
開
始
し
て
い

る
。
今
後
は
、
心
身
の
負
担
面
を

第
一
に
考
え
た
上
で
、
開
始
時
期

を
学
校
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

１月１３日、「成人式」が開催されました＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

今
後
の
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り

組
み
と
環
境
展
の
在
り
方
は

整
備
し
た
遊
水
地
の
検
証
と

新
た
な
避
難
場
所
の
確
保
を

外
国
人
市
民
と
の
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
む
か

県
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
に

対
す
る
上
乗
せ
を
行
わ
な
い
か

市の花  「バラ」


